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はじめに 2

文献：国立教育政策研究所（2019）「ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査(TIMSS)」国立教育政策研究所（2019）「全国学力学習状況調査の結果」

◆国際平均と比較すると日本の中学生は, 学習の楽しさや実社会
との関連に対して肯定的な回答をする割合が低く, 学習意欲面で
課題がある。 -TIMSS2019質問紙調査結果から-

◆教師は問題解決型の授業ができていると自覚。
しかし、自分から学びに迎えていない生徒が一定数存在。

-全国学力学習状況調査の結果から-

①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
中学校数学科において
数学に関する興味関心を向上できるような, 教科横断型の授業実践例の蓄積。

（数学の勉強が好き, 数学の勉強は大切だと思う, 数学で学習したことは役立つなど…）

②問題発見・解決過程を生徒が意識
問題発見・解決の過程を教師だけでなく授業の主体者である生徒に意識させる。

問題の所在

実践の方向性
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実践について 5

⚫ 実践対象

実践について

学校：京都市立松尾中学校

対象：H28年度入学生徒155人

学力:京都市平均よりやや上
(京都市学習確認プログラムより)

⚫ 使用教材

数研出版 新学社



実践について

⚫ 数学×美術 （中１比例反比例）

・デザイン定規で, スピログラフアート

→歯数×回転数＝一定の

関係から出来上がりを予想。

作品作り。

6

これまでの実践例
⚫ 数学×音楽, 総合（中１データの活用）

・琉球（沖縄）音階の秘密

→度数分布表を用いて,

曲のメロディー分析・集計。

レ, ラ抜き音階 琉球（沖縄）音階を発見。

⚫ 数学×体育 （中３図形の相似）

・テニスのサーブの高さを求めよう

→相似の証明, 相似比,

平行線と線分の比を活用。

⚫ 数学×国語 （中２連立方程式）

・漢文読解

→雉, 兎の頭と足の本数から

連立方程式を立式。

連立方程式の解の意味を学習。

（つるかめ算の解決）

授業報告
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8授業概要

対象 ： 中学校３年の155名

時期 ： 2020年11～12月

単元 ： ５章図形と相似

１節：図形と相似（８時間）

相似な図形

相似条件 証明 など

授業概要

２節：平行線と線分の比（８時間）

平行線と線分の比

中点連結定理 など

３節：相似な図形の計量（５時間）

相似な図形の面積

立体の表面積体積 など

４節：相似の利用（２時間）

相似の考え方の活用

地図の縮尺 など
授業報告

参考：https://lond-jnl.me/2020/05/contact-height/



指導観
授業報告 9

◆実践の方向性
②問題発見・解決の提示
問題発見・解決の過程を教師だけでなく授業の主体者である生徒に意識させる。

→「数学の問題発見・解決のプロセス図」を生徒に提示。

① 現実問題の提示
② 数学問題化
③ 問題解決

④ 結果の考察
⑤ 探究活動

１時間目

◆授業の流れ（全２時間）

２時間目

数学の問題発見・解決のプロセス図

参考：文部科学省「算数・数学の学習課程のイメージ」



授業報告（１時間目） 10

①現実の問題提示

指導者
テニスのサーブを題材に設定。サーブ映像を視聴。
テニスのサーブに関するルールを確認。

○現実の問題
フラットサーブ

（ボールを真っ直ぐ飛ばすサーブ）を
コートに入れるために

必要な打点の高さを求めよう。



授業報告（１時間目） 11

②数学問題化

生徒 サーブに影響する要因を列挙する。

指導者 理想化・単純化する理由、言葉の意味も含めて指導。

課題
実際のテニスの試合において、

サーブの条件を一定にすることは難しい。

生徒 風向き、風力、気候、気温、湿度
ガットの張り方、ボールの状態
選手のコンディション、観客の有無 など

指導者 数学の問題に置き換えるため
複雑な条件を無視して考える。

発問
試合やその時々で変化する要因は何だろう？

単純化・理想化



授業報告（１時間目） 12

②数学問題化

指導者 サーブの立ち位置やボールの通過場所、
ボールのサイズなど理想化・単純化する要因を生徒と考える。

センターマーク
の位置から

サービスボックス
中央のＴへ打つ

ネット中央の低い部分
をボールが通過する

テニスのサーブの単純化・理想化

ボールのサイズは
考えないものとする。

単純化・理想化



授業報告（１時間目） 13

②数学問題化

指導者 サーブの高さを求めるために欲しい数値を発問。
（生徒と）コート、ネット、サーバーの位置関係などを整理する。

作問準備

発問
テニスのサーブに必要な高さを
求めるために必要な数値は？

生徒 ネットの高さ、
コートやサービスボックスの長さ と回答

生徒 テニスコートの投影図を作図

※コートとネット、コートとサーバーは
垂直であるものとする。



授業報告（１時間目） 14

②数学問題化

生徒 AB⊥PQなどの条件をもとに作問する。投影図の余分を省略する。

１本の直線に垂直な２直線は平行であることを活用する生徒も。

作問

発問
テニスのサーブに必要な高さを求めるための数学の問題をつくろう。

数学問題化



授業報告（１時間目） 15

③問題解決
生徒
グループワーク

で解決

【解法１】 相似証明→対応する線分の比

相似証明

対応する線分の比



授業報告（１時間目） 16

③問題解決

生徒 ほとんどの生徒が解法1で解く。解法2で解いた生徒は各クラス１名程度。

指導者 解法2を教室で共有する。

生徒
グループワーク

で解決

【解法２】 PQ//BR→平行線と線分の比

PQ//BRと確認

平行線と線分の比を

活用



④結果の考察, ⑤探究活動

テーマ
A テニスのフラットサーブに

必要な高さの求め方について
B 先生は、サーブを打てるのか

※ただし, 先生は身長170cm, 

肩までの高さ145cm, 腕の長さ60cmとする。

C 自由探求
D 授業の感想

授業報告（２時間目） 17

指導者 ネット環境（調べ学習のため）を整えたうえで授業実践。

生徒 必要な本や教科書の準備や予備学習を済ませている。

レポート課題

レポート用紙

授業報告



④結果の考察
テーマB
先生は、サーブを打てるのか
※ただし, 先生は身長170cm, 肩までの高さ145cm, 腕の長さ60cmとする。

授業報告（２時間目） 18

生徒 ボールをガットの中心部で打つこと（体育知識）を考慮する。

→問題条件と体育知識をもとにサーブを打つことができるのか判断・考察

体育実技教科書の活用

問題条件と体育知識を同時に活用

体育知識の活用



⑤探究活動
授業報告（２時間目） 19

生徒 三平方の定理を活用し、立ち位置を変更して考える。
他にも、サーブの高さに必要な数値の一般化や現実のテニスに近づけるなど。

1. テニス問題の追及テーマC
自由探求

サーブの立ち位置変更



⑤探究活動
授業報告（２時間目） 20

生徒 バレーボールのスパイクの打点の高さに応用。問題解決のために

必要な条件を設定。他にもサッカーや卓球、スポーツ以外での活用も。

2. 他スポーツテーマC
自由探求

必要な条件を設定

他スポーツに活用



⑤探究活動
授業報告（２時間目） 21

生徒 数学の楽しさや数学の学習が日常生活に役立つことを
実感している。

テーマD授業の感想

数学の有用性を実感

学びに向かう力



⑤探究活動
授業報告（２時間目） 22

生徒 数学の問題発見・解決の過程を意識、理解している。
数学を日常生活に使っていると感じている。

テーマD授業の感想

問題発見・解決の過程に対する感想

問題発見・解決の過程を理解
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まとめ
まとめ 24

◆数学問題発見・解決のプロセス図を活用するメリット
現実との「違い」を意識できる。
→作問・解決過程で、現実との違いや問題を解く目的を理解・意識。

問題解決過程をメタ認知するための補助
→問題発見・解決の過程を生徒が意識。解答が出ても終わりでないことを発問なしで理解。

◆生徒の認識
数学問題の記述に苦手意識
→「問題は与えられるもの」という意識の強さや作問経験の乏しさが背景に。

数学問題解決後の吟味や考察ができない
→数学の問題を「解いたら終わり」という習慣が根付いている。

◆今後の実践
数学問題解決・発見プロセス図を用いた実践例の蓄積

→少なくとも各学年に１度は実践できるよう授業案を作成。

数学×他教科の教科横断で授業改善
→数学の問題を解いたら終わりという習慣や作問経験の乏しさを打破。

本当の意味での解の吟味の経験
→与えられるも問題とは違う、自分で作問しないとできない解の吟味の経験


